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新しい年を迎えましたが、まだ昨年の続きです。 

また錦織圭さんの話になりますが、昨年の全米オープンの準決勝で、私はジョコビッチ氏になぜ、 

逆をつかなかったのか？聞いてみたいといいました。 

それが、たまたま錦織圭さんの方に聞くことができました。NHKのスポーツニュースの番組で彼にインタビューを

していたのです。見た方はいますでしょうか？ 

 彼はいろいろ話していましたが、その中に、「勝っているときは、動く方向にボールが来る。」と言ったのです。

そう、彼はコースを読んでいたのでも作戦をたてていたのでもない。もっと高度な、ゾーンと呼ばれる世界ですね。

勝っている時、とは？と考えてみました。また私の勝手な解釈になりますが、考えれば考える程、勝利の女神が彼

に微笑んでいた。としか思えません。今まで勝利の女神なんて、アナウンサーが耳障りのいい言葉を選んでいるだ

けだと思っていました。 

正月ですから、夢のような話もいいですよね。 

 また「漫画のようなことがあって、」とも言っていました。この事は何を言っているのか、 

まだ他にスーパーゾーンと言われるようなことがあったのか？ 

 残念ながら見落としてしまったのかも。 

あの試合だけでは無理だったのでしょうか？ 

 皆さん、ゾーンの世界、経験したことがありますか？もしあれば、その体験談、知らせてください。 

 このようなことは以外と秘密にされている気がしますが、どうですか？ 

 

 皆さん、初詣では行かれましたか？ 

日本にはたくさんの神様がいらっしゃいます。 

 年賀状によく描く七福神から、火（台所）の神、学問の神、縁結びの神など、 

きりがないほど神様はおられますね。そして神社仏閣の空気感は凛として清々しいものがあります。 

 日々、努力をして、年に１度、変わった場所から、自分を見る。元旦とはなかなかいい行事です。 

 今年は皆さん何を願い事されたでしょうか？ 

私事ですが今年は仲良くしていた病気としばらくの間でもお別れして、次に皆さんに会える時、 

いい意味で驚かせることが出来ればいいなと思っております。 

そして、この燦々便りを通して 

皆さまの健康と御多幸をお祈りいたします。 
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